
「⿅島グループ サプライチェーン⾏動ガイドライン」
に関するアンケート調査の結果について

⿅島建設株式会社
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１．アンケート調査の概要

⽬的: 「⿅島グループ サプライチェーン⾏動ガイドライン」が定める各項⽬
の協⼒会社における対応状況の把握

調査対象: ⿅島事業協同組合連合会組合員 906社
（複数⽀店への重複登録を除く）

調査期間: 2022年4⽉15⽇〜2022年5⽉31⽇

調査内容: 「ガイドライン」の13項⽬（コンプライアンス、⼈権、労働慣⾏、環
境、情報セキュリティ、BCPなど）に加えて、昨今、発注者を含め
外部からの問合せが増えている外国⼈従業員（技能実習⽣含
む）の⼈権尊重などの状況

回答数: 547社（回答率60.4％）
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２．結果の概要①
＜評価⽅法＞

取組みの進み具合に応じて5点〜1点で評価
を⾏い、テーマ毎、設問毎に平均点を算出。ま
た、法令上の問題に繋がる恐れのある対応が
されていないかの確認も⾏った。

＜結果の概要＞
• テーマ毎の平均点は右表のとおり。概ね必要な
取組みが実施されていることが確認できた。
• ただし、従業員数が100⼈未満の会社におい
ては、いくつかの項⽬について社内体制や⽅針
が整備されていない。特に、「公正かつ適正な
取引と腐敗防⽌の徹底」、「災害等不測の事
態への対応」の平均点が低い（表の⾚字部
分）。 4

テーマ毎の平均点



２．結果の概要②
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＜得点が低いテーマと設問項⽬＞
（1）公正かつ適正な取引と腐敗の防⽌
• 第三者（協⼒会社従業員等）が貴社の不正⾏為を通報・相談できる窓⼝を設置していますか︖
［①全体 2.86点、②従業員数100⼈以上 3.66点、③同100⼈未満 2.59点］

（2）児童労働・強制労働の禁⽌
• 強制労働を禁⽌する⽅針などがあり、⾃社従業員および協⼒会社に周知していますか︖
［①2.97点、②3.39点、③2.83点］

（3）環境への配慮
• 環境保全・環境負荷低減や社会に対する環境配慮のための体制を構築・維持するよう努めていますか︖
（外部認証を取得、または社内規程を策定しているか）
［①2.78点、②3.62点、③2.50点］

（4）災害等不測の事態への対応
• 平時から災害など不測の事態に備え、BCP（事業継続計画）の体制構築・維持に取り組むことができていますか︖
［①3.22点、②4.03点、③2.95点］



3．皆さまへのお願い

• 本アンケートは今後も継続的に⾏います。実施することが困難な項⽬もあるかも
しれませんが、対応可能な項⽬から少しづつ取組みを進めていただきますようお
願いします。

（※）なお、内部通報制度に関しては、2022年6⽉1⽇に施⾏された「公益通報者保護法の⼀部を

改正する法律」により、従業員数300名を超える事業者は「事業者内部における公益通報に応

じ適切に対応するために必要な体制整備」が義務付けられていることにも留意願います。

• 今後、「ガイドライン」に定めている各項⽬を具体的に解説したガイドブックを作
成する予定です。
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4．お問合せ

調査結果に関するお問合せは、以下のメールアドレス宛にご連絡ください。

担当者からメールにて回答いたします。

cpd-ds-kajimagscgl@kajima.com
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